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 今日は、卒業・修了証書授与式です。 

 毎年のことですが、式の前日まで卒業式の準備に大わらわ…皆さんからのアンケート

を大切にした新年度の学習計画を頭に描きながら、卒業証書・・修了証書、皆勤賞・・精勤賞

そうだ！賞バッジも用意しないと… 

そして・ 吾が想い出の記」、そこには一人ひとりの皆さんの深い人生がある…生き様…

戦争体験、家族の絆、愛する人との別れと悲しみ、農業の営みと苦悩、自分の歩みを振り

返り、心を開いて語る姿に心打たれます。…読んではまた感動し…まるで玉手箱を開ける

ような作業でした。 

そこには、苦しみや悲しみを抱えながらも前へ進んできた強さ、出会いや家族への深

い感謝、そして人生をもう一度見つめ直す成熟したまなざしが秘められているのです。 

 吾が想い出の記」今年は60ページになりました。 

この卒業文集は、高齢期の学びが単なる知識習得ではなく、自分自身を再発見し、他

者の人生を受け止める力へとつながっている証なのです。是非、時間をかけて読んでい

ただきたいと思います。そして表紙には、書道クラブ・切絵クラブ・絵手紙クラブ合作

作品を使用しました。 

１週間ホールに展示した卒業記念作品、その作品の質の高さに驚きます。学生の皆さ

んが意欲的に、表現しようとする姿勢を如実に示しています。 

ことぶき大学は、人生の物語を共有し合い、互いの存在を 

支え合う 心の学校」として、富良野にとってもかけがえの 

                    ない場となって 

いるはずです。 

今日は、卒業 

式、修了式。み 

んな仲間いつま 

でもことぶき大 

学の仲間たち！ 
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書道クラブ 

講師の大橋先生、型にはまらない

個別指導をしてくれます。 

課題をこなすのではなく 今、本

当に書きたい言葉」を何よりも大切

にしてくれます。 

 形を作る」楽しみから、書道は

 一枚の真理」を追究する… 

納得のいく一線を求め、100枚、

200枚と墨を磨り、紙を積み上げる。  

その没頭する世界は、長い旅路を

歩んできた私たちの心に新たな光を

与えてくれることでしょう。 

 

 

 

 絵手紙クラブ 

絵手紙の最大の魅力は、 ヘタでいい、

ヘタがいい」という合言葉にあります。 

上手下手にとらわれず、ありのままの

自分を表現できる自由さが、日々の暮ら

しに自信と彩りを与えてくれます… 

とは言え、私だったら、絶対に自宅に持

ち帰ってやり直してくると思います。 

それじゃダメなのでしょう！？ 

季節感を大切にし、季節の草花などを

じっくり観察して描くことは、 今この瞬

間」を大切にする豊かな時間です。完成し

た作品を誰かに届けることで生まれる

 心の交流」は、何よりの生きがいとなり

ます。 

  

 

 

私たちは仲間です！ 
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 陶芸クラブ 

  窯の温度は1300℃を超える世界。 

仕上がりは他力本願… 

でも、講師の先生方は皆さんの知らな

いところで補修し上釉をかけ窯入れの準

備をしてくれています。 

 陶芸をしたい＝電動ろくろというイメージ

がありますが、中心がずれると・・・ 

 しっかり肘を固定し、全神経を指先に集

中し、余計な雑念を断ち切ることが大切な

のですね。渡辺さん！ 

 焼き上がるまでわからない、その待つ時

間というのが実は「待ち遠しく贅沢な時

間」なのだと思います。 

  

切り絵クラブ 

切絵クラブには、決まった講師の先生はいません。その代わりに、第２研究生の竹田さんと原

さんが講師として後輩に指導してくれています。驚くことは、竹田さんの繊細さと技術力、そして

集中力です。夜なべして制作しているのでしょうか！？ これはもうプロの域です。原さんは創造

性というか発想力とアイデアが豊かで、作品に新しい風を吹き込んでくれます。 

お二人がそろうと、切り絵の魅力に自然と引き込まれてしまいます。クラブの雰囲気も明るく、

後輩たちは安心して学び、自分のペースで作品づくりを楽しんでいます。世代をこえて技術や

思いが受け継がれていく、温かな学びの場になっています。  
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（道新３/７）  月夜よしくまなく照らす散歩道    高田江美子 

                皮ジャン着若き気分でひとり酒    四宮 時夫 

（道新３/14）  富良野線右手に見えしラベンダー   北川 敦彦 

         冬帽子福耳出して被りけり      梶川 利春 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3 月 14日(土)映画同好会主催の上映

会を実施しました。       

10 名の皆さんとプラス１名・新年度単

年度登録制研究生に入学する飯沼さん

が体験入学で来てくれました。 

映画「リチャード・ジュエル」のテーマ

は、「信頼」「親子愛」「偏見」… 

参加者にスニッカーズ
．．．．．．

をプレゼント！ 

上映後、卒業式の栞の製本を手伝って

くれました。大助かりでした。新年度はもう

少し上映回数を増やしたいと思います。 

 

 

 

映画同好会活動 

 令和８年４月１5日（水曜日）１０時～  

文化会館「サンエーホール」 

9 時 15 分 学生集合時刻（バス到着）  

朝の集い 入学式説明     

10 時 00 分 令和８年度入学式 

11 時 00 分    〃  終了  

職員紹介、集合写真撮影 

富良野校：会議室ABに移動  

自治会総会、その他 

12 時を目安に、自治会総会終了の予定です。 

山部校 ：学習センターにて 

 

 

令和８年度入学式 

   ・茶道クラブ 

今年度は、７月から１２月まで

教室が使用できず、２階や３階と

場所が変更して落ち着かなかっ

たことと思います。移動するたび

に道具を運ぶことになりました。 

 講師の岡田先生にもご迷惑を

おかけしたこと、そして高田さ

ん、金子さんが中心となって準備

をしてくれました。ありがとうご

ざいました。 

新年度も、日日是好日 

  

  

 

 卒業式当日 お茶会を開催します。 

 朝のひととき、一服して卒業式ですね… 

   


